
備考

略名 投与量 単位 投与法 投与日

MTX 500 mg/㎡ 点滴（15分） d1

3000 mg/㎡ 点滴（3時間） d1

[*1]

day0～4

1） 250～500 mg/日

内服 朝夕食後

day0

1） 500ml 1 本

20ｍｌ 1 A

主管① 点滴 8時間 （18：00）

〈所要時間　 　－　〉

次ページあり

レジメン名： High-dose MTX

間隔： 3週間

メソトレキセート［*1］

抗がん剤（採用薬品名）

ソルデム3Ａ

レジメンcode： C85-25

適応がん種： 悪性リンパ腫（中枢神経系リンパ腫）

メイロン

ダイアモックス

*尿を経時的にチェックしpH7.0以上に維持すること。


*ダイアモックスは利尿及び尿のアルカリ化作用を有するので、ダイアモックス250～500mg/日をメソトレキセー
ト投与前日からロイコボリンの救援投与終了まで経口又は静脈内投与すること。
*尿を酸性化する利尿剤（例えば、フロセミド、チアジド系利尿剤等）の使用を避けること

*メソトレキセートの血中濃度を経時的に測定すること。

メソトレキセートの血中濃度の危険限界は24時間値で1×10-5モル濃度、48時間値で1×10－6モル濃度、72時間

値で1×10－7モル濃度であるので危険限界以上の濃度の際はロイコボリンの増量投与・ロイコボリン救援投与
の延長等の処置を行うこと。



day1

1） 500ｍｌ 1 本

20ｍｌ 1 A

主管① 点滴 8時間 （2：00）

2） 500ｍｌ 1 本

20ｍｌ 1 A

主管② 点滴 8時間 （10：00）

3） 0.75mg 1 V

6.6mg 1 V

3.3mg 1 A

50ml 1 本

▶側管① 点滴 15分 （10：45）

4） 500 mg/㎡

50ｍｌ

▶側管② 点滴 15分 （11：00）

5） 3000 mg/㎡

500ｍｌ

▶側管③ 点滴 3時間 （11：15）

6） 50ml 1 本

▶側管④ フラッシュ

7） 500ｍｌ 1 本

20ｍｌ 1 A

主管③ 点滴 8時間 （18：00）

〈所要時間　 　－　〉

次ページあり

全量500ｍｌになるように生食を調製

全量50ｍｌになるように生食を調製

デキサート

生食

メソトレキセート

メイロン

アロキシ

ソルデム3Ａ

生食

ソルデム3Ａ

メイロン

生食

メソトレキセート

生食

デキサート

ソルデム3Ａ

メイロン



day2

1） 500ｍｌ 1 本

20ｍｌ 1 A

主管① 点滴 8時間 （2：00）

2） 500ｍｌ 1 本

20ｍｌ 1 A

主管② 点滴 8時間 （10：00）

3） 3mg 5 A

50ml 1 本

▶側管① 点滴 15分 （11：00）

4） 3mg 5 A

50ml 1 本

▶側管② 点滴 15分 （17：00）

5） 500ｍｌ 1 本

20ｍｌ 1 A

主管③ 点滴 8時間 （18：00）

6） 3mg 5 A

50ml 1 本

▶側管③ 点滴 15分 （23：00）

〈所要時間　 　－　〉

次ページあり

day3

ロイコボリン

生食

メイロン

ロイコボリン

ソルデム3Ａ

メイロン

生食

生食

ロイコボリン

ソルデム3Ａ

ソルデム3Ａ

メイロン



1） 500ｍｌ 1 本

20ｍｌ 1 A

主管① 点滴 8時間 （2：00）

2） 3mg 5 A

50ml 1 本

▶側管① 点滴 15分 （5：00）

3） 500ｍｌ 1 本

20ｍｌ 1 A

主管② 点滴 8時間 （10：00）

4） 3mg 5 A

50ml 1 本

▶側管② 点滴 15分 （11：00）

5） 3mg 5 A

50ml 1 本

▶側管③ 点滴 15分 （17：00）

6） 500ｍｌ 1 本

20ｍｌ 1 A

主管③ 点滴 8時間 （18：00）

7） 3mg 5 A

50ml 1 本

▶側管④ 点滴 15分 （23：00）

〈所要時間　 　－　〉

次ページあり

day4

1） 500ｍｌ 1 本ソルデム3Ａ

ロイコボリン

生食

生食

ソルデム3Ａ

メイロン

ロイコボリン

ソルデム3Ａ

ロイコボリン

生食

メイロン

ロイコボリン

生食

ソルデム3Ａ

メイロン



20ｍｌ 1 A

主管① 点滴 8時間 （2：00）

2） 3mg 5 A

50ml 1 本

▶側管① 点滴 15分 （5：00）

〈所要時間　 　－　〉

生食

メイロン

ロイコボリン


